地域密着型サービス運営推進会議記録（第７回）
	施設名
	社会福祉法人　心和会　デイサービスセンター悠和

	施設種類
	地域密着型通所介護

	開催日時
	令和　３年　12月　16日　　　13　時　30分　～　14　時　30分

	会場
	悠和館１F会議室

	参加者
	利用者代表
	1人

	
	利用者家族代表
	　1人

	
	地域住民代表
	　4人

	
	有識者
	　1人

	
	高齢者お世話センター
	　0人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	　2人


	報告事項
	１　事業報告（7～12月）
２　BCP（事業継続計画）の説明
３　コロナ感染症の今後の対応

	
	

	議題
	現在もコロナ感染症対策の継続を行いながら、利用者の方には
ご不便をかける中、楽しくお過ごしいただけるように行事やレクリエーション等を実施して
おります。現在、コロナ感染症の全国的な感染者数も減少し落ち着いているなか、
最近では2年ぶりに新野中学校の生徒さん2名が職場体験学習を実施する事ができ、
久しぶりの訪問に利用者の方も喜ばれていました。
震災やコロナのような感染症によって介護サービスが止まってしまう事で、人によっては
生活自体が困難になり命に係わる恐れもあるため早急に再開するための手立てとして
BCPを活用し迅速に復旧できるよう、訓練や計画の見直しを行い、不測の事態に
備える必要があるというふうには考えていますが、しかしながら、いくら備えていたとしても、
地震であれば発生する時間帯や自分がその時､どこにいるかによっても大きく対応も異なり、
いざという時はやはり近隣住民の方々の手助けが必要になることも十分考えられます。
自分の命を守る行動を最優先に、被害を最小限に最短で事業が再開できる組織作り
の必要性を話し合いました。


	
	


